
未来の医療をデザインする薬学・薬剤師の視点 第 34回日本医療薬学会年会

　日程表　11 月 2 日（土）
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年会企画シンポジウム 1
日本医療薬学会学術会議 採択研究：

患者主体的医療体制の実現とそれを支える
ヘルスリテラシー教育体制を構築

メディカルセミナー 1
がん悪液質に対する
チーム医療/
PBPMの実践

オーガナイザー・座長：山本康次郎／石井伊都子

年会企画国際シンポジウム
がん化学療法の未来を変える
臨床薬学研究のススメ

オーガナイザー：鈴木　賢一／牧野　好倫
　　　　　座長：藤田行代志／野村　久祥

シンポジウム 1
未来に向けた感染制御・抗微生物薬適正使用支援

における薬剤師の視点を考える！
オーガナイザー：北原　隆志／村木　優一
　　　　　座長：北原　隆志／西村　信弘

シンポジウム 4
周術期薬剤業務を開始し

医療安全・医薬品適正使用に貢献しよう！
～成功施設から学ぶ～

オーガナイザー・座長：松尾　裕彰／舟越　亮寛

シンポジウム 7
JPHCS委員会企画

医療薬学会の英文誌（JPHCS）を盛り上げよう
オーガナイザー：村木　優一／城野　博史
　　　　　座長：松元　一明／森田　真也

シンポジウム 18
集中治療室で初期治療を終えた重症患者への

テーラーメイド医療 
～新しい情報社会で必要な薬学アプローチ～

オーガナイザー：吉廣　尚大／中薗　健一
　　　　　座長：前田　幹広／柴田　啓智

シンポジウム 21

未来の医療を支える人財の芽を育てる
－卒前から卒後にかかるキャリアアップ支援の架け橋－

オーガナイザー：石澤　啓介／座間味義人
　　　　　座長：川田　　敬／小川　　敦

シンポジウム 10
周産期のこころのこと

～「今」と「未来」を繋ぐ母子のために
医療薬学が果たすべき使命～
オーガナイザー：小澤　秀介／山根　律子
　　　　　座長：小西　久美／小澤　秀介

シンポジウム 12

一般演題（口頭） 1＊

バイオメディカルインフォマティクス
（生命情報学）による未来医療のデザイン：

患者中心のケアへの実践
オーガナイザー・座長：榎屋　友幸／尾田　一貴

シンポジウム 15
薬剤師が知っておくべき製剤特性と次世代医療

～製剤の特徴を学びより良い
薬物治療を提供しよう～

オーガナイザー・座長：平　　大樹／長井　紀章

一般演題（口頭） 2＊

優秀演題候補セッション2
座長：齋藤　秀之

一般演題（口頭） 7

がん薬物療法
（他の副作用対策）1

座長：内田まやこ

一般演題（口頭） 8

共催：小野薬品工業株式会社

メディカルセミナー 2
心不全パンデミックに

みなで挑む
～心不全管理の脚本は
どう作るのか～

共催：大塚製薬株式会社

メディカルセミナー 3
抗がん剤治療における
薬剤師外来の運用と

治療介入のステップアップを
目指す新たなアプローチ

共催：中外製薬株式会社

メディカルセミナー 4
がん患者における
神経障害性疼痛の

管理と副作用マネジメント
共催：第一三共株式会社

メディカルセミナー 5
鎮痛薬で痛みが強まったり，
その他で痛みが弱まったり
～アセトアミノフェンの
知的利用も考慮して～

共催：あゆみ製薬株式会社

メディカルセミナー 6
多発性骨髄腫の治療のupdate
―ボルテゾミブによる初回治療から

再発・難治治療まで
共催：第一三共エスファ株式会社

メディカルセミナー 8
S-エクオールの医療現場
における活用と期待

～乳がんホルモン療法中の
患者への支持療法など～
共催：大塚製薬株式会社
　　　ニュートラシューティカルズ事業部

メディカルセミナー 7
チーム医療による薬剤師

外来の有用性

共催：日本化薬株式会社

がん薬物療法
（他の副作用対策）2

座長：今村　知世

一般演題（口頭） 20

タスク・シフト/
シェア・スキルミックス1

座長：石渡　泰芳

一般演題（口頭） 13 一般演題（口頭） 14

卒後研修・研修制度
座長：岩本　卓也

優秀演題候補セッション1
座長：木村　利美

薬学教育・研修制度
座長：渡部　一宏

一般演題（口頭） 19

ポスター貼付 ポスター閲覧

病棟薬剤業務1
座長：川久保　孝

年会長講演
未来の医療をデザインする
薬学・薬剤師の視点 

座長：矢野　育子
演者：本間　真人

シンポジウム 2
Complex case カンファレンス

―複雑な症例の薬物療法をプロフェッショナルな
薬剤師と一緒に考えてみよう

オーガナイザー・座長：木村　丈司／鈴木　大介

シンポジウム 3

医療薬学 × 臨床検査医学
臨床検査のアップデートによる薬物治療の革新

オーガナイザー：前川　正充／城野　博史
　　　　　座長：城野　博史／前川　正充

シンポジウム 5

未来の医療の鍵を握る若手薬剤師による抗菌薬
適正使用支援活動を活性化するエビデンスの創出

オーガナイザー：山田　智之／枦　　秀樹
　　　　　座長：山田　智之／尾田　一貴

シンポジウム 13

がん治療前の挙児希望に意思決定支援の橋渡し
～もう１つの希望へ寄り添うために薬剤師ができること～

オーガナイザー：小室　雅人／網野　一真　
　　　　　座長：鈴木　　直／長谷川まゆみ

シンポジウム 16

「錠剤嚥下障害」に取り組もう！ 　立ち上がれ薬剤師！
－服薬に関する問題点と改善策－
オーガナイザー：倉田なおみ　　　　

　　　　　　　座長：倉田なおみ／鈴木　慶介

シンポジウム 20

高齢者率30％超えの超高齢社会における
薬物投与設計をデザインするためのTips

オーガナイザー：新岡　丈典／猿渡　淳二
　　　　　座長：猿渡　淳二／新岡　丈典

シンポジウム 23

小児薬物療法における卒前・卒後教育を考える
～未来ある子どもたちのためにできること～

オーガナイザー：小川　隆弘／冨家　俊弥
　　　　　座長：石川　洋一／冨家　俊弥

シンポジウム 19

高齢者の薬物療法アップデート
オーガナイザー：岸本　桂子／溝神　文博
　　　　　座長：大井　一弥／岸本　桂子

シンポジウム 14

新コアカリ改訂を踏まえて薬剤師の卒後教育を考える
～症例検討会のすすめ～

オーガナイザー：板井　進悟／矢野　良一
　　　　　座長：間瀬　広樹／上塚　朋子

シンポジウム 6

「医療現場のニーズ」×「臨床製剤」がもたらす未来
～より良い医療を目指したものづくり～
オーガナイザー・座長：内田　　淳／花輪　剛久

シンポジウム 8

薬剤師を対象とした
オンライン研修教育を効果的に実施する
オーガナイザー・座長：舘　　知也／鈴木　　匡

シンポジウム 9

バンコマイシンのTDMに関する
クリニカルクエスチョンを解決します！
オーガナイザー・座長：松元　一明／藤居　　賢

シンポジウム 17
制吐療法の未来展望：

改定ガイドライン、新規エビデンス、
未解決課題の研究と患者報告アウトカムの視点から

オーガナイザー・座長：青山　　剛／飯原　大稔

一般演題（口頭） 3＊

優秀演題候補セッション3
座長：富岡　佳久

International Symposium

Designing the Future of Pharmacotherapy
Organizers: Hisakazu Ohtani／Ikuko Yano
Chairs: Jung Tae Kim／Jiuhong WuI/ YasuoTakeda

International Session
 (Oral) 1

座長：永田　将司／垰越　崇範

International Session
 (Oral) 2

座長：岩澤真紀子／桂　　敏也

一般演題（口頭） 4＊

優秀演題候補セッション4
座長：池末　裕明

一般演題（口頭） 5＊

優秀演題候補セッション5
座長：中村　克徳

一般演題（口頭） 6＊

優秀演題候補セッション6
座長：菅原　　満

薬物消化管吸収を科学する
オーガナイザー：大谷　壽一　　　　　　　
　　　　座長：大谷　壽一／白坂　善之

シンポジウム 11

妊娠中の医薬品使用と児への影響
～情報源の読み解き方と批判的吟味の重要性～

オーガナイザー・座長：八鍬　奈穂／小西　久美

シンポジウム 22

臨床能力を有した薬剤師の育成に向けた
卒後教育とキャリア形成

オーガナイザー・座長：山田　成樹／高橋　一栄

特別講演 1
デジタル化・AI化で
思いやりに満ちた

安全で効率的な医療を！
座長：奥田　真弘
演者：中村　祐輔

教育講演 1
新規アルツハイマー型
認知症治療薬の
導入と課題
座長：田﨑　嘉一
演者：新井　哲明

教育講演 2
革新的抗体技術と
その応用による

創薬プロジェクト創出
座長：内藤　隆文
演者：倉持　太一

年会企画シンポジウム 2

一般演題（口頭） 9

がん薬物療法
（多職種連携）
座長：山口　正和

一般演題（口頭） 10

がん薬物療法
（無菌調製・曝露対策）

座長：中山　季昭

一般演題（口頭） 15

感染制御（治療薬）1
座長：西村　信弘

一般演題（口頭） 16

感染制御（その他）1
座長：山田　孝明

一般演題（口頭） 21

薬物動態（基礎）
座長：伊東　弘樹

一般演題（口頭） 22

TDM・投与設計1
座長：浜田　幸宏

一般演題（口頭） 17

薬薬連携1
座長：萱野勇一郎

一般演題（口頭） 18

薬薬連携2
座長：関　　利一

一般演題（口頭） 23

薬物療法（その他）1
座長：工藤　賢三

一般演題（口頭） 24

薬物療法（その他）２
座長：平井　啓太

一般演題（口頭） 11

がん薬物療法
（その他）1
座長：河原　昌美

一般演題（口頭） 12

がん薬物療法
（レジメン管理と運用）

座長：大橋　養賢

ポスター閲覧 ポスター示説
前半（奇数）/ 
International 
Session Poster
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＊の付くセッションは「優秀演題候補セッション」となります。
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座長：本間　真人
演者：山本康次郎

シンポジウム 24
腎臓病薬物療法の深化をデザインする
～狭きを見極め、また広める～
オーガナイザー：吉田　拓弥／近藤　悠希
　　　　　座長：近藤　悠希／林　八恵子

シンポジウム 29

薬剤師・薬学研究者が先導するAMED研究事業
オーガナイザー・座長：平塚　真弘／斎藤　嘉朗

シンポジウム 43

薬剤師がデザインする救急医療のこれから
～救急外来における薬剤師業務を多職種で考える～

オーガナイザー：吉川　　博／鈴木　昭夫
　　　　　座長：今井　　徹／吉川　　博

シンポジウム 46

向精神薬と自動車運転
－エビデンスの社会実装と適切な薬剤指導－

オーガナイザー：野田　幸裕／肥田　裕丈
　　　　　座長：野田　幸裕／岩本　邦弘

シンポジウム 32

患者のために医薬品リスク管理計画（RMP）
をどのように活用すべきか？
オーガナイザー：内倉　　健／若林　　進
　　　　　座長：内倉　　健／赤瀬　朋秀

シンポジウム 34

プレアボイド報告による薬学の進化：
未来医療における薬剤師の新たな挑戦
オーガナイザー・座長：小林　一男／金子　　健

シンポジウム 40

がん支持療法・緩和医療のサイエンス
オーガナイザー・座長：中川　貴之／佐藤　淳也

特別講演 2
デジタルネイチャーと医療：
新たな自然と薬学の可能性

日本医療薬学会の
取り組みと課題

座長：武田　泰生
演者：落合　陽一

メディカルセミナー 9
腫瘍循環器診療における
薬剤師の役割と期待

共催：中外製薬株式会社

メディカルセミナー 10
バイオシミラー使用促進の

意義と取り組み：
ウステキヌマブBSを含めて
共催：富士製薬工業株式会社

メディカルセミナー 11
がんサポーティブケア
における医療用
漢方製剤の活用

共催：株式会社ツムラ

メディカルセミナー 12
「うちでもデキル！」
「私でもデキル！！」

タイムリーなTDMの実践！！！PartⅢ
共催：株式会社日立ハイテク/
　　　株式会社日立ハイテク
　　　サイエンス

メディカルセミナー 13
Cross Talkセミナー

がん薬剤師外来や副作用マネジメント
を通じてがん薬物療法に対して

薬剤師が示すチカラ
共催：武田薬品工業株式会社
　　　メディカルアフェアーズ部

シンポジウム 37

診断と治療を推進するTheranostics用放射性医薬品
オーガナイザー・座長：間賀田泰寛／鈴木　貴明

メディカルセミナー 14
CNSリンパ腫治療戦略

～グルカルピダーゼ：HD-MTX
排泄遅延時の新たなアプローチ～
共催：大原薬品工業株式会社

メディカルセミナー 16
周術期薬物治療管理の

最近の話題
～スガマデクスの後発品の

選択のポイント～
共催：ニプロ株式会社

メディカルセミナー 15
現在に至る手術室における機械化
（薬剤管理電子キャビネット

「インテリジェントキャビネット」）を
活用したタスク・シフト/シェアの具体例
共催：株式会社セントラルユニ

メディカルセミナー 17
ガイドラインに基づいた
制吐療法の実践
～がん患者さんと
医療者のために～

共催：大鵬薬品工業株式会社

メディカルセミナー 19
がん患者さんのワクチン
接種率向上に向けた
多職種連携の重要性

共催：グラクソ・スミスクライン株式会社

メディカルセミナー 18

C型B型肝炎領域における
薬剤師の役割と重要性

共催：ギリアド・サイエンシズ株式会社
　　　メディカルアフェアーズ本部

新薬開発と適正な情報提供のための
薬物相互作用評価：レギュラトリーサイエンスの

医療薬学への貢献
オーガナイザー：石黒　昭博／大野　能之
　　　　　座長：大野　能之／岩田　大祐

年会企画シンポジウム 3

一般演題（口頭） 31

がん薬物療法
（他の副作用対策）３

座長：縄田　修一

一般演題（口頭） 32

がん薬物療法
（他の副作用対策）４

座長：塩川　　満

一般演題（口頭） 25 一般演題（口頭） 26

HIV
座長：築地茉莉子

災害医療
座長：小林　映子

一般演題（口頭） 37

ポスター閲覧

薬薬連携３
座長：尾上　雅英

一般演題（口頭） 38

地域・在宅医療1
座長：室井　延之

一般演題（口頭） 43

有害事象・副作用1
座長：山梨　義英

一般演題（口頭） 44

有害事象・副作用2
座長：荒木　拓也

年会企画シンポジウム 4

薬学・薬剤師の視点から近未来の医療を考えよう
オーガナイザー・座長：高田　龍平／城野　博史

シンポジウム 25

産学協働によるDX教育ツールの
開発と薬学教育への応用

オーガナイザー・座長：座間味義人／村木　優一

シンポジウム 26

がん専門薬剤師の薬学的介入のポイント
～資格取得者の高度な視点とマネジメント能力～

オーガナイザー・座長：池田　龍二／河原　昌美

シンポジウム 27

多種多様な視点から2型糖尿病の薬物療法の
アルゴリズムを考える

オーガナイザー：堀井　剛史／竹内　裕紀
　　　　　座長：竹内　裕紀／堀井　剛史

シンポジウム 35

制吐薬の臨床試験から学ぶ研究デザインの
考え方・創り方

オーガナイザー：鈴木　賢一　　　
　　　　　　　　座長：横川　貴志／中垣　　繁

シンポジウム 38

生誕から看取りまで多領域連携
～HIV感染者の医療をデザインする薬剤師の視点～

オーガナイザー：増田　純一／関根　祐介
　　　　　座長：吉野　宗宏／築地茉莉子

シンポジウム 39

医薬品のオーバードーズに薬剤師が立ち向かう
～未来のために薬剤師が今考えるべきこと～

オーガナイザー：橋本麻衣子／坪内　清貴
　　　　　座長：坪内　清貴／橋本麻衣子

シンポジウム 41
がん悪液質の病態時における薬物治療の適正化
～薬物動態や薬効の変化をどう捉え、

臨床にどう反映させるか～
オーガナイザー・座長：内藤　隆文／中山　裕一

シンポジウム 45
新しい医療をより安全に、

速やかに患者さんに届けるために
～薬剤師に求められる職能の可能性～
オーガナイザー・座長：老本名津子／鶴丸　雅子

シンポジウム 44

心不全を発症させるな！
薬剤師が挑むべき一次予防とは？

オーガナイザー・座長：吉国　健司／芦川　直也

シンポジウム 36

セッティング別のリハビリテーション薬剤
オーガナイザー・座長：小瀬　英司／中道真理子

シンポジウム 28

化学構造情報に基づく医薬品の
作用・副作用研究の新展開

オーガナイザー：植沢　芳広／伊藤　清美
　　　　　座長：植沢　芳広／清水　　忠

シンポジウム 30

臨床データ解析と基礎研究の融合
～臨床薬剤師とアカデミアの共同研究は
現場に新たな知見をもたらす～

オーガナイザー・座長：宮本　朋佳／長井　紀章

シンポジウム 31

臨床薬学におけるデータサイエンス研究の表裏
～リアルワールドデータをどう活用すべきか～

オーガナイザー・座長：吉村　知哲／松尾　宏一

シンポジウム 42

幅広い知識から薬物療法を最適化する
～各専門薬剤師に必要な資質の向上～
オーガナイザー・座長：樋口　則英／細野　智美

薬剤業務向上加算の新設の背景と今後の展開
オーガナイザー：外山　　聡／眞野　成康
　　　　　座長：眞野　成康／外山　　聡

シンポジウム 33

製造販売後の調査における現状と課題から考える
病院薬剤師による育薬への関わり
オーガナイザー：渡邉　達也／近藤　直樹
　　　　　座長：近藤　直樹／木俣美津夫

シンポジウム 47

ベンゾジアゼピンはもはや使うべきではない薬？
～エビデンスと現場での実践から価値と問題を再考する～

オーガナイザー・座長：桑原　秀徳／三輪　高市

特別講演 3
睡眠の謎に挑む: 
原理の追求から
社会実装まで
座長：山本康次郎
演者：柳沢　正史

年会企画シンポジウム 5

一般演題（口頭） 33

がん薬物療法
（制吐支持療法）1
座長：河添　　仁

一般演題（口頭） 34

がん薬物療法
（制吐支持療法）2
座長：橋本　浩伸

一般演題（口頭） 46

周産期・高齢者ケア・
コミュニケーション・教育

座長：小原　　拓

一般演題（口頭） 27

医療安全1
座長：竹澤　　崇

一般演題（口頭） 28

医療安全2
座長：八木　達也

一般演題（口頭） 39

TDM・投与設計2
座長：山本　和宏

一般演題（口頭） 45

薬物療法（その他）３
座長：大村　友博

一般演題（口頭） 40

薬物相互作用
座長：平井　利典

一般演題（口頭） 29

使用状況調査・意識調査
座長：渡邊真知子

一般演題（口頭） 30

医薬品管理
座長：金光　祥臣

一般演題（口頭） 41

薬物動態（臨床）1
座長：花田　和彦

一般演題（口頭） 42

薬物動態（臨床）2
座長：武隈　　洋

一般演題（口頭） 35

がん薬物療法
（その他）2
座長：米村　雅人

一般演題（口頭） 36

がん薬物療法
（緩和ケア）
座長：寺薗　英之

一般演題（口頭） 47

品質管理・
ジェネリック医薬品
座長：富田　　隆

一般演題（口頭） 48

医薬品情報・
データベース
座長：後藤　伸之

ポスター閲覧ポスター
示説
前半（偶数）

ポスター示説
後半（奇数）

ポスター撤去 ポスター貼付

安全な薬物療法の取り組み
共催：東レ・メディカル株式会社
会場：ホール８多目的室

ミニセミナー1　
摂食嚥下障害と錠剤(薬)嚥下障害
共催：田辺三菱製薬株式会社
会場：ホール８多目的室

ミニセミナー2
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日本医療薬学会賞・学術賞・奨励賞受賞講演

座長：山本康次郎／亀井美和子

シンポジウム 48
医療DXの元となる医薬品情報DXを考える

～電子カルテで利活用する医薬品情報は新鮮か？～
オーガナイザー：若林　　進／折井　孝男
　　　　　座長：折井　孝男／荒　　義昭

年会企画シンポジウム 7

ファーマコゲノミクス検査の最新動向
～臨床実践に向けた課題と展望～
オーガナイザー・座長：寺田　智祐／三浦　昌朋

シンポジウム 58

令和6年能登半島地震の被災地からの発信
～被災から病院薬剤部門を救え～
オーガナイザー・座長：中出　順也／西田　祥啓

シンポジウム 60

電子処方箋を導入・普及させるための
最新情報とその取り組み

オーガナイザー：荒川　隆之／小枝　伸行
　　　　　座長：池田　和之／荒川　隆之

シンポジウム 52

明日から使える新型タバコ時代の禁煙支援
オーガナイザー・座長：鈴木　立紀／田淵　貴大

シンポジウム 54

医薬品の禁忌について考える
オーガナイザー：佐藤　淳子　　　　　　
　　　　　座長：佐藤　淳子／川上　純一

シンポジウム 56

繋がりが生み出す病院・
保険薬局薬剤師の研究実践の力

オーガナイザー・座長：米澤　　淳／尾関佳代子

メディカルセミナー 21
関節リウマチ領域における

バイオシミラーの意義を考える
～アダリムマブBS「FKB」の
適性使用を踏まえて～

共催：サンド株式会社

メディカルセミナー 20
地域連携における
中核病院の役割

共催：クオール株式会社

メディカルセミナー 22
がんサバイバーの痛みの治療を再考する

～がん疼痛と慢性疼痛～/
安心・安全なオピオイド鎮痛薬を再考する
～がん患者さんの伴走者として～

共催：塩野義製薬株式会社

メディカルセミナー 23
薬剤師が考える敗血症性
DIC治療の最適解

共催：一般社団法人
　　　日本血液製剤機構

メディカルセミナー 24
薬剤師に求められる

連携技術と糖尿病医療の
トピックス

共催：沢井製薬株式会社

メディカルセミナー 25
がん治療の医療経済を考える

～MOTTAINAI
を『試算』から『実行』へ～

共催：東和薬品株式会社

メディカルセミナー 26
タスク・シフティング／
タスク・シェアリングによる
薬剤師業務の改革

共催：高田製薬株式会社

保険診療における漢方薬の役割と
新たなエビデンスの創出

オーガナイザー：江頭　伸昭／礒濱洋一郎
　　　　　座長：礒濱洋一郎／江頭　伸昭

年会企画シンポジウム 6

一般演題（口頭） 57

タスク・シフト/
シェア・スキルミックス2

座長：中村　浩規

一般演題（口頭） 53

栄養管理・褥そう対策・
糖尿病・腎疾患
座長：細野　浩之

一般演題（口頭） 58

タスク・シフト/
シェア・スキルミックス３

座長：安野　伸浩

一般演題（口頭） 66

院内製剤・薬局製剤・
治験

座長：内田　　淳

一般演題（口頭） 49

がん薬物療法
（他の副作用対策）5

座長：小井土啓一

一般演題（口頭） 50

がん薬物療法
（他の副作用対策）6

座長：川上　和宜

一般演題（口頭） 54

外来薬剤師業務
座長：仲佐　啓詳

一般演題（口頭） 61

ポスター閲覧

有害事象・副作用3
座長：山崎　伸吾

一般演題（口頭） 62

病棟薬剤業務2
座長：土屋　広行

一般演題（口頭） 65

調剤・処方監査
座長：尾鳥　勝也

Postdoctoral Award受賞講演
閉
会
式座長：大谷　壽一

シンポジウム 49
嗜好品、サプリメント、ビタミン類と

医薬品の相互作用
～基礎から臨床へ～

オーガナイザー・座長：工藤　敏之／嶋田　　努

シンポジウム 50
一歩踏み出そう！外来化学療法における診察前介入を
取り入れて、患者ニーズに応える薬学的介入
～がん患者さんを支える薬剤師のミライ～

オーガナイザー：松井　礼子／組橋　由記
　　　　　座長：組橋　由記／松井　礼子

シンポジウム 55

地域フォーミュラリにおける病院薬剤師の
新しい役割と導入の有用性

オーガナイザー・座長：小池　博文／奥田　真弘

シンポジウム 57

医薬品（薬剤）業務とバーコード 
―役に立っているか・役に立たせているかー

オーガナイザー：植村　康一／舟越　亮寛
　　　　　座長：折井　孝男／永島　里美

シンポジウム 59

未来の医療安全を科学的にデザインする
－医療情報システムの活用－

オーガナイザー・座長：嶋田　沙織／横山威一郎

シンポジウム 51

「パーキンソン病パンデミック」に備えて
～薬剤師にできること・求められること～
オーガナイザー・座長：山本　恭平／関　　守信

シンポジウム 53

地域医療で求められる保険薬局薬剤師の
TDM業務について考える

オーガナイザー：加藤　隆児／松元　加奈
　　　　　座長：浦嶋　庸子／加藤　隆児

シンポジウム 61

褥瘡治療・予防には、連携しなければなりません！
それぞれの立場からのSpeak　Up
オーガナイザー・座長：飯塚　雄次／関根　祐介

一般演題（口頭） 56
ハイケアユニット業務
（ICU・CCU・
SCU・救急等）
座長：向後　麻里

一般演題（口頭） 51

がん薬物療法
（服薬指導・情報提供）

座長：東　加奈子

一般演題（口頭） 52

がん薬物療法
（その他）3
座長：板垣　文雄

一般演題（口頭） 55

医薬品情報・遺伝子多型
座長：百　　賢二

一般演題（口頭） 63

薬薬連携4
座長：長瀬　幸恵

市民公開講座

患者と医療者が協働する未来の医療
座長：関根　祐子
演者：山口　育子

一般演題（口頭） 64

地域・在宅医療2
座長：高松　　登

一般演題（口頭） 59

感染制御（治療薬）2
座長：山本　武人

一般演題（口頭） 60

感染制御（その他）2
座長：相曽　啓史

ポスター閲覧ポスター
示説
後半（偶数）

ポスター撤去
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